
（世界自然遺産「うふやんばるの森」を知ってもらおうプロジェクト）
（チーム「うふやんばる」）

プロジェクトチームの目的
沖縄北部に広がる「うふやんばるの森」に関する歴史文化的な背景や都市部に対して森林が提供している価値、「やんばる型森林業」について
知っていただくとともに、このことを通じてやんばるが生み出す木材資源の価値を向上させ、様々な人たちに対して、森林・林業等について考える
きっかけを与える。

解決したい課題
・沖縄の森林について、ユネスコや希少生物といった認識のみならず、歴史文化的背景の理解を促進する。
・「やんばるの森」が都市部にもたらす価値（水源・海への養分の供給源・防災の役割）についても理解を促進する。
・人間の経済活動と森林環境の維持のバランスについて振り返り、森林に関する俯瞰的な視野を持つ機会を提供する。

関連するゴール 活動期間 令和7年4月～令和8年3月

おきなわSDGsアクションプラ
ンとの関係性

優先課題③ ③−1
生まれ育った地域の歴史や文化等を学び、地域への愛着と誇りを
持った若者が活躍する社会を実現する。

１年間の活動成果

・計5回の視察ツアーを実施し、企業関係者、自治体
関係者、教育関係者などに対して、やんばるの森や森
林資源に関する理解促進を図ることができた。
・単なる自然保護だけではなく、人が森林を管理・活用
しながら共生してきた歴史文化的背景についても理解
を深めてもらう機会となった。
・森林が都市部にもたらしている水源涵養、防災、生
物多様性、木材資源供給等の価値について、参加者
から高い関心が寄せられた。
・やんばる材や森林資源を活用した地域価値向上につ
いても一定の認知向上につながった。
・この取り組みをきっかけとして、ふるさと納税での「蔡温
松の一枚板」などの商品登録や、東京の展示会
（WOODコレクション）へ森林組合が出展するところに
繋がった。

【記載要領】
・原則として、提案時の様式1-2及び本様式と
同時に提出する様式3-1に記載した内容を転
記もしくは必要に応じ要約して記入してください。
・行の高さ等は、適宜加工いただいて差し支え
ありません。
・「関連するゴール」は、以下からアイコンを選択
してください。
・「おきなわSDGsアクションプランとの関係性」に
ついては、提案時の様式1-2と同様、様式1-1
もしくは様式1-2の内容を転記してください。
・「活動時の写真や画像等」のスペースには、実
際に活動している様子の写真や、活動によって
得られた成果物の写真等、実際に活動していた
ことがわかるような画像を挿入してください。

おきなわSDGsプラットフォームプロジェクトチーム活動報告 【様式3-2】

今後の展望

課題として、視察ツアーを継続的な事業として運営していくための体制整備や、受入れ体制の強化、コンテンツのブラッ
シュアップが挙げられる。また、企業向け研修、学校向け学習プログラム、観光分野との連携など、対象ごとに適したプロ
グラム設計を行う必要がある。以上を踏まえ、今後は、やんばるの森や森林資源の価値をより多くの人へ伝えるため、関
係団体や教育機関、観光事業者等との連携をさらに深めながら、視察ツアーや木育活動、地域資源を活用したプログ
ラム開発へ発展させていきたい。

１年間の活動概要

活動計画書に基づき、やんばるの森に関する歴史文化
的背景や、やんばる型森林業、森林が都市部にもたら
す価値について理解を深めてもらうための活動を実施し
た。
主な活動として、企業・自治体・教育関係者等を対象
とした「うふやんばるの森」視察ツアーを開催した。視察
ツアーは令和7年9月、10月、11月、令和8年1月に
実施し、計5回開催した。
また、視察ツアーを通じて、森林と水源、防災、生物多
様性、木材利用、海とのつながりなど、森林が持つ多面
的価値について伝える活動を行った。

加えて、今後の企業研修・教育旅行・木育ワークショッ
プ等への発展可能性についても関係者との意見交換を
進めた。
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